



























































回収数（率）1 年 36 名 (92.3%)、2 年 37 名 (100%)、3 年 38 名 (100％ )、
合計 111 名 (95.7％ )。学生が主に指導を受けた人は実習内容全項目
の全学年平均で教師 66％、指導者 18％、スタッフ 16％であった。
指導者別に指導を受けた内容の上位 3 項目を挙げると、教師では「評
価表による実習内容評価」「看護過程問題点抽出方法」「実習経験録」 
(91.9 ～ 90.1％ ) であった。臨地実習指導者では「患者の説明オリエ
ンテーション」「受け持ち患者紹介」「反省会」 (45～39.1％)であった。
スタッフでは「看護技術評価・指導」「当日実習計画指導・助言」「実




















































う職場風土を目指している。2012 年度は新人看護師の 1 年以内の
離職率は 22.2％（2 名）であり、部署へ配属後 2 週間で退職となっ
た事例を経験した。退職前の面接時には「思っていたのと実際は違っ
ていた」という言葉が聞かれていた。実地指導者からは「退職理由
が解らない」など相互の想いがすれ違っていた。以上のことから、
新人教育担当者は早期の介入の必要性を感じ、2013 年度より配置
後 1 週間目にランチタイムを利用し、フォローアップ研修を企画・
実施している。フォローアップ研修では、新人それぞれが配属後の
思いを吐露する場となっている。また、それぞれの新人の表情、言
動などから介入の必要性がある新人看護師について、教育担当者と
配属部署とが情報を共有し、連携することで早期介入を目指した支
援を行っている。今回Ａ病院の行っている新人教育研修プログラム
の実際について報告する。
